
 ･6月の日銀短観大企業DIは5 ドル円 ユーロ円 24H

106.05 167.16 寄付

08/07/01 106.39 167.64 安値

（火） ･欧州系金融機関に損失計上懸念 105.23 166.16 高値

106.12 167.57 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 106.18 167.66 寄付

08/07/02 106.78 168.65 安値

（水） 105.78 167.35 高値

･米大統領｢強いﾄﾞﾙを支持する｣ 105.90 168.20 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 105.88 168.13 寄付

08/07/03 ･ECBが政策金利を0.25%引上げ 106.93 169.14 安値

（木） 105.77 167.37 高値

106.74 167.62 終値

･5月の景気先行指数92.6 ドル円 ユーロ円 24H
 ･日経平均の続落が12日間で止まる 106.70 167.35 寄付

08/07/04 ･NYが独立記念日で休場 106.88 168.07 安値

（金） 106.59 167.13 高値

 106.73 167.53 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 106.76 167.54 寄付

08/07/07 107.75 168.64 安値

（月） 106.66 167.15 高値

107.18 168.57 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 107.07 168.37 寄付

08/07/08 107.55 168.47 安値

（火） 106.25 167.22 高値

107.51 168.47 終値

･5月の機械受注10.4% ドル円 ユーロ円 24H
 107.48 168.38 寄付

08/07/09 107.66 168.90 安値

（水） ･第1四半期ﾕｰﾛGDP改定値0.7% 106.67 168.01 高値

106.76 168.06 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 106.87 168.11 寄付

08/07/10 ･ｲﾗﾝが再度ﾐｻｲﾙ試射 107.45 169.06 安値

（木） ･BOEが政策金利を据え置き 106.70 167.83 高値

107.06 169.00 終値

・5月の鉱工業生産確報2.8% ドル円 ユーロ円 24H
 107.00 168.93 寄付

08/07/11 107.30 169.63 安値

（金） 105.66 168.15 高値

106.30 169.42 終値

ドル円 ユーロ円 24H
 106.58 169.49 寄付

08/07/14 106.81 169.58 安値

（月） 106.05 168.79 高値

106.15 168.86 終値

･日銀が全会一致で金利据え置き ・ﾑｰﾃﾞｨｰｽﾞがGSE2社を格下げへ ドル円 ユーロ円 24H
 ･7月の独ZEW景況感指数▲63.9 106.20 168.75 寄付

08/07/15 106.22 168.80 安値

（火） 104.16 166.40 高値

104.71 166.61 終値

 

します。アドレス　info@fx-newsletter.com　まで

≪　　７月　1日～１５日の国内外外国為替市場動向　≫

為替レート

東京は日経平均が大幅安となった
うえ､ﾕｰﾛ債償還の思惑から円買い
優勢。ただ終盤はｷｬﾘｰ観測も｡
欧米は予想を下回るADP全米報告
に対する失望からﾄﾞﾙ売り優勢。ま
た原油相場の上昇もﾄﾞﾙ売り要因。

為替市況 主要経済指標など 主要発言など

東京は日銀短観が良好な内容と
なったうえ、欧米金融機関に対する
損失計上懸念から円買い優勢｡

･豪中銀金利据え置き､声明は｢金
融状況は大幅に引き締まっている｣

･ｻｳｼﾞ国王｢原油が増産されても価
格上昇は緩和されない｣

欧米は東京の流れを継ぎﾄﾞﾙ売り
優勢。107円を割り込むと損切り巻
き込み続落。対円では安値引け。

東京は夜半に発表される米雇用統
計をにらみ手控えﾑｰﾄﾞ。目立った
動意はほとんどうかがえず。
欧米は米雇用統計の悪数字からﾄﾞ
ﾙ売り優勢。しかし米株が堅調で売
り一巡後はむしろ買い戻し優勢。

欧米は地政学ﾘｽｸの高まりからﾄﾞﾙ
は続落でｽﾀｰﾄ。しかし良好な米経
済指標などもあり反発へ。

東京は機械受注の上振れに加え地
政学ﾘｽｸの高まりがﾄﾞﾙ売り要因
に。ただ107円は割り込めず。

東京は韓国中銀の介入示唆やﾕｰﾛ
債の償還観測などから円買い優
勢。またﾕｰﾛ､ｽｲｽが冴えない。

東京は週末ということに加えNY休
場で積極的な売買は観測されず。
主要通貨はﾚﾝｼﾞ相場。

欧米はｻﾙｺｼﾞ発言やﾊﾞｰﾅﾝｷ発言
などを好感したﾄﾞﾙ買い先行。その
後も米株にらみつつﾄﾞﾙは続伸。

欧米はﾕｰﾛの追加利上げに否定的
な見方が台頭しﾕｰﾛの足かせに。
薄商いのなかﾕｰﾛが小安い。

欧米はSEC委員長の発言を好感し
たﾄﾞﾙ買いも見られるが続かず。結
局104円台の安値圏で大引けた。

東京は米地方銀行の経営不安や
日経平均が200円を超す下げを記
録したことで円買い優勢。

東京はWSJ紙の報道を受けてﾄﾞﾙ
売りでｽﾀｰﾄ。しかし東京の株高な
どもありその後はじり高推移。

欧米はG8ｻﾐｯﾄでﾄﾞﾙ支援が示唆さ
れるとの思惑などからﾄﾞﾙ買い先
行。しかしﾘｰﾏﾝﾚﾎﾟｰﾄで流れ反転｡
東京は日経平均が300円を超す下
げ幅記録したことを嫌気し円買い優
勢。さながら独歩高の様相に。

欧米は地政学ﾘｽｸの再燃に加え､
GSEに対する不安感が広がりﾄﾞﾙ売
り要因に。一時105円台も。
東京は米財務長官によるGSE支援
策やｲﾝﾍﾞﾌﾞの買収合意のﾆｭｰｽか
らﾄﾞﾙ買い優勢。
欧米はｽﾍﾟｲﾝ銀による英銀買収観
測からﾎﾟﾝﾄﾞが強含み｡一方､GSE支
援策の効果は限定的なものに。

欧米はｲﾗﾝによるﾐｻｲﾙ再発射観測
に加え米財務長官発言を受けてﾄﾞ
ﾙが冴えない。安値引け。
東京はNYﾀｲﾑｽﾞの報道を好感した
ﾄﾞﾙ買い戻しでｽﾀｰﾄ｡ただ上値も重
く107円台では上げ渋りの感も。

･ABCﾃﾚﾋﾞ｢ｲｽﾗｴﾙによる年内のｲﾗ
ﾝ攻撃の可能性高まる｣
･ｲﾗﾝ石油省高官｢攻撃は中東原油
市場に影響｣

･6月の米ISM製造業景況指数50.2､
5月の米建設支出▲0.4%

･ｱﾙﾑﾆｱ欧州委員｢ﾕｰﾛは過大評
価されている｣
･米財務長官｢金融機関を整理する
規制当局のﾌﾟﾛｾｽ強化必要｣

･英住宅関連会社の増資計画失敗､
との一部報道あり
･5月の米製造業受注0.6%､6月の
ADP全米雇用報告▲7.9万人
･ｼﾃｨとﾒﾘﾙの業績下方修正予想､
GMに経営不安の噂など

･独勢府筋｢G8でｲﾝﾌﾚが議題にな
る見通し｣
･米財務長官｢ﾄﾞﾙ安の商品価格上
昇への影響は小さい｣
･ECB総裁｢先行きの金融政策に関
しﾊﾞｲｱｽはない｣

･自民党SWFﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾁｰﾑ｢公的年
金基金原資に10兆円規模で運用｣

･6月の米失業率5.5%､同非農業者
雇用数▲6.2万人､同ISM非製造業
指数48.2

･独連銀総裁｢ECBの利上げは中期
的な物価安定に寄与｣
･ｵｰｽﾄﾘｱ中銀総裁｢ｲﾝﾌﾚ､当初の
予想以上に上昇する見通し｣
･ﾊﾞﾛｰｿﾞ欧州委員長｢ﾄﾞﾙ相場の水
準は世界的な懸念要因｣
･NZ財務省｢NZ経済はすでにﾘｾｯ
ｼｮﾝ入りの可能性｣
･ｱﾙﾑﾆｱ欧州委員｢ｲﾝﾌﾚを非常に
懸念｣
･SF連銀総裁｢追加景気対策はお
そらく不要｣

･ｽｲｽ当局､UBSとCSに計700億ﾌﾗﾝ
の引当金を強制追加か(6日)
･韓国中銀が外為市場を安定させ
るための協調介入し実施を示唆
･ﾘｰﾏﾝBが｢ﾌｧﾆｰﾒｲとﾌﾚﾃﾞｨｰﾏｯｸに
資本追加必要｣とのﾚﾎﾟｰﾄを出す
･G8首脳宣言｢金融市場の状況は
幾分改善､深刻な緊張が依然存在｣
･5月の米中古住宅販売▲4.7%､同
卸売在庫0.8%

･仏大統領｢米大統領はﾄﾞﾙ安が問
題と認めている｣
･FRB議長｢ﾌﾟﾗｲﾏﾘｰﾃﾞｨｰﾗｰへの貸
し出しを延長すること可能｣
･ﾘｯﾁﾓﾝﾄﾞ連銀総裁｢利上げ機運が
高まっている｣

･ｲﾗﾝ国営放送｢中長距離地対地ﾐｻ
ｲﾙ9発試射した｣

･ﾌｨｯﾁがﾒﾘﾙﾘﾝﾁを格下げの方向で
見直しと発表

･独首相｢為替ﾚｰﾄがﾌｧﾝﾀﾞﾒﾝﾀﾙｽﾞ
映すよう求めることを望む｣
･中国証券報｢海外の資産運用会
社を通じて海外株式投資を開始｣
･ECB総裁｢米国が強いﾄﾞﾙは国益
と繰り返していること重要｣
･WSJ紙｢米政府はﾌｧﾆｰﾒｲ等に不
測の事態が生じた際の対応協議｣
･前SL連銀総裁｢ﾌｧﾆｰﾒｲとﾌﾚﾃﾞｨﾏｯ
ｸはすでに破綻状態｣
･米財務長官｢金融機関の破綻は
容認されるべき｣

･5月の経常収支2兆6億円､6月の
国内企業物価指数0.8%

･5月の米貿易収支▲597.9億ﾄﾞﾙ､
対日▲50.46億ﾄﾞﾙ､対中▲210.49億
ﾄﾞﾙ
･6月の米輸入物価2.6%､7月のﾐｼｶﾞ
ﾝ大消費者信頼感指数56.6

･NYﾀｲﾑｽﾞ｢米政府はﾌｧﾆｰﾒｲなど
の問題悪化なら政府管理下に置く｣
･現地紙｢ｲｽﾗｴﾙ空爆機がｲﾗｸ上空
で演習｣(のちに否定)
･ﾎﾜｲﾄﾊｳｽ｢米議会にGSE監督関
連法案の承認求める｣

･FRB議長｢比較的弱い第2四半期
GDP成長を予想｣
･SEC委員長｢GSE2社を含めた金
融株の空売りに新規制設ける｣

･6月の米小売売上高0.1%､同PPIは
1.8%､ｺｱPPIは0.2%､7月NY連銀指数
▲4.9､5月の企業在庫0.3%

･米財務長官｢米財務省､GSEへの
信用枠を一時的に拡大へ｣
・FRB議長｢消費者を保護する目的
の新住宅ﾛｰﾝ規制を発表｣
･ﾘｰﾏﾝB｢ﾜｼﾝﾄﾝﾐｭｰﾁｭｱﾙが260億
ﾄﾞﾙ評価損計上の可能性｣

･ｲﾝﾍﾞﾌﾞによるｱﾝﾊｲｻﾞｰﾌﾞｯｼｭの買
収決定(約500億ﾄﾞﾙ規模)
･7月月例経済報告で基調判断据え
置き
･ｽﾍﾟｲﾝｻﾝﾀﾝﾃﾞｰﾙ銀が英ｱﾗｲｱﾝｽ&
ﾚｽﾀｰ買収へ


